
インボイス要件の確認資料

【消費税率が１０％しかない場合の適格請求書】

インボイスの要件

①適格請求書発行事業者の氏名または名称

および登録番号

②取引年月日

③取引内容

④税率ごとに区分して合計した対価の額

（税抜きまたは税込み）及び適用税率

⑤税率ごとに区分した消費税額等

（端数処理は税率毎に1インボイスあたり税率ごとに1回）

⑥書類交付を受ける事業者の氏名または名称

①

②

③

④ ⑤

⑥

④⑤
の税率



【複数税率が発生した場合の適格請求書】

インボイスの要件

①適格請求書発行事業者の氏名または名称

および登録番号

②取引年月日

③取引内容

④税率ごとに区分して合計した対価の額

（税抜きまたは税込み）及び適用税率

⑤税率ごとに区分した消費税額等

（端数処理は税率毎に1インボイスあたり税率ごとに1回）

⑥書類交付を受ける事業者の氏名または名称

①

②

③

④
⑤

⑥

軽減税率の記号＊

注）運送業では発生しません。参考例

です。

④と⑤の

税率

複数税率の場合の税率は最終

行に表示されます。



消費税計算方法について

　

そらうどでは運賃項目ごとに税抜金額と、税込金額を保持しております。

消費税の算出方法は自社情報設定により下記の2種類の計算方法が選択できます。

「消費税算出基準が税抜きになっている場合」は税抜金額を合計して、消費税を算出します。

「消費税算出基準が税込みになっている場合」は税込金額を合計して、消費税を算出します。

ここで表示されている消費税は参考値となります。この消費税が積上げられるわけではありません。

消費税は税抜金額もしくは税込金額を合計した金額に対して1回のみ計算されますので、明細金額の積み上げとの差額が発生する場合があります。

税抜金額の合計

に使用します。

税込金額の合計

に使用します。

消費税は

参考値
消費税区分の選

択ができます。

消費税率の設定

ができます。

請求明細に表示す

る記号を入力でき

ます。

入力した金額



請求書の請求明細表示金額についても自社情報設定により、下記の３種類から選択ができます。

「入力」を選択した場合は受注入力で入力した金額がそのまま表示されます。

　　国税庁のＱ＆Ａでは税込みと税抜きが混在する場合は課税対象額が税抜きまたは税込みに統一された金額の合計にする必要がある

　　となっております。（国税庁のＱ＆Ａ問い57より）

「税抜」を選択した場合は全て税抜金額にして表示されます。

「税込」を選択した場合は全て税込金額にして表示されます。

※消費税算出基準に「税込」を選択して明細表示金額を「税抜」に設定することはお勧めしません。

※消費税算出基準に「税抜」を選択して明細表示金額を「税込」に設定することはお勧めしません。



明細表示金額の設定別の表示例

入力値
国税庁のQ&Aより抜粋

税込み

税抜き

　　国税庁のQ&Aより抜粋

明細の商品が税込みと税抜きが混在した場合は、税込みか税抜きかに統一した価額を合計した額を記載し、

これに基づいて消費税を算出して記載しておけば良いと考えます。

運用上、高速を税抜き、運賃を税込みにすると確認しにくくなる場合もあると思います。また、税込基準、

税抜基準の違いによっても端数処理の差額が発生します。請求書の課税対象額を税込基準、税抜基準どちら

にするか、請求明細の表示をどのようにするかは、荷主様やご担当税理士、ご担当者様とご相談の上、設定

して下さい。

入力値を選択した場合は外税か内税（Uなど)か判断できる記号の表記を設定して下さい。


